
農業農村整備事業等による小水力発電の整備事例

造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

国営かんがい排水事業
（当麻永山用水地区）

当永発電所 北海道当麻町 水路式 139 708 …1 

国営造成土地改良施設整備事業
（山部二期地区）

空知川上流小水力発電所 北海道南富良野町 水路式 177 678 …2

地域用水環境整備事業
（三本木地区）

稲生川小水力発電所 青森県十和田市 水路式 182 939 …3 

農山漁村活性化プロジェクト支援交

付金（一本木沢地区）
一本木沢小水力発電所 青森県弘前市 水路式 22 150 …4

農業水路等長寿命化・防災減災事業

（奈良寛ため池地区）
奈良寛ため池小水力発電所 青森県弘前市 ダム式 26 137 …5

国営かんがい排水事業
（馬淵川沿岸地区）

大志田ダム等管理用発電所 岩手県一戸町 ダム式 810 4,165 …6

地域用水環境整備事業
（荻野地区）

荻野小水力発電所 岩手県一関市 水路式 13 83 …7

地域用水環境整備事業
（普代ダム地区）

普代ダム小水力発電所 岩手県普代村 ダム式 28 82 …8

地域用水環境整備事業
（瀬月内ダム地区）

瀬月内ダム発電所 岩手県久慈市 ダム式 59 313 …9 

地域用水環境整備事業
（松川地区）

松川第一小水力発電所 岩手県八幡平市 水路式 50 415 …10 

農業水路等長寿命化・防災減災事業

（八幡沢地区）
八幡沢発電所 岩手県一関市 水路式 20 113 …11

国営かんがい排水事業
（迫川上流地区）

荒砥沢発電所 宮城県栗原市 ダム式 1,000 3,355 …12



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（内川地区）

内川小水力発電所 宮城県大崎市 水路式 6 34 …13 

中山間地域所得向上支援事業
（朴沢地区）

朴沢小水力発電所 宮城県仙台市 水路式 7 42 …14 

県営かんがい排水事業
（西目地区）

西目発電所 秋田県由利本荘市 水路式 740 2,993 …15

地域用水環境整備事業
（畑野地区）

畑野小水力発電所 秋田県にかほ市 水路式 43 355 …16 

地域用水環境整備事業
（六郷東根地区）

六郷東根小水力発電所 秋田県美郷町 水路式 11 57 …17 

地域用水環境整備事業
（真木関根地区）

真木関根発電所 秋田県大仙市 水路式 18 97 …18 

地域用水環境整備事業
（野川地区）

野川小水力発電所 山形県長井市 水路式 198 1,138 …19 

国営かんがい排水事業
（米沢平野二期地区）

水窪ダム発電所 山形県米沢市 ダム式 798 3,898 …20 

国営かんがい排水事業
（米沢平野二期地区）

竹森発電所 山形県高畠町 水路式 120 681 …21 

国営かんがい排水事業
（赤川二期地区）

赤川地区小水力発電所 山形県鶴岡市 水路式 297 1,879 …22 

国営施設機能保全事業
（村山北部地区）

村山北部発電所 山形県尾花沢市 水路式 180 897 …23

地域用水環境整備事業
（日向川地区）

日向川小水力発電所 山形県酒田市 水路式 124 753 …24 

地域用水環境整備事業
（月光川地区）

平津小水力発電所 山形県遊佐町 水路式 60 363 …25 



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（白川地区）

白川いいで発電所 山形県飯豊町 水路式 43 222 …26 

地域用水環境整備事業
（大井沢地区）

大井沢小水力発電所 山形県西川町 水路式 37 271 …27 

地域用水環境整備事業
（野川地区）

野川第２小水力発電所 山形県長井市 水路式 49 284 …28

地域用水環境整備事業
（庄内赤川地区）

黒川地区小水力発電所 山形県鶴岡市 水路式 44 140 …29

国営かんがい排水事業
（会津北部地区）

大平沼発電所 福島県喜多方市 ダム式 570 3,267 …30

国営かんがい排水事業
（新安積地区）

安積疏水管理用発電所 福島県郡山市 水路式 2,230 8,740 …31

国営かんがい排水事業
（会津宮川地区）

新宮川ダム発電所 福島県会津美里町 ダム式 1,100 5,098 …32

地域用水環境整備事業
（那須野原地区）

新青木発電所 栃木県那須塩原市 水路式 500 3,163 …33

国営かんがい排水事業
（神流川沿岸地区）

神流川沿岸発電所 埼玉県上里町 水路式 199 522 …34

県営かんがい排水事業
（加治川沿岸地区）

内の倉発電所 新潟県新発田市 ダム式 2,900 11,084 …35

県営かんがい排水事業
（五城地区）

五城発電所 新潟県南魚沼市 水路式 1,100 7,829 …36

農村総合整備事業
（胎内地区）

鹿ノ俣発電所 新潟県胎内市 ダム水路式 960 4,901 …37

農山漁村活性化プロジェクト支援
交付金（苗場地区）

雑水山第二発電所 新潟県津南町 水路式 39 281 …38 



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（池平地区）

池平発電所 新潟県魚沼市 水路式 73 530 …39

国営かんがい排水事業
（関川用水地区）

笹ヶ峰ダム小水力発電所 新潟県妙高市 ダム式 997 4,127 …40 

県営かんがい排水事業
（庄川右岸地区）

安川発電所 富山県砺波市 水路式 640 4,060 …41 

地域用水環境整備事業
（山田新田地区）

山田新田用水発電所 富山県南砺市 水路式 520 2,570 …42 

地域用水環境整備事業
（中野放水路地区）

中野放水路発電所 富山県砺波市 水路式 500 2,049 …43

地域用水環境整備事業
（鋤川地区）

早月川沿岸第一発電所 富山県滑川市 水路式 530 2,772 …44 

地域用水環境整備事業
（庄西幹線用水地区）

新明発電所 富山県砺波市 水路式 700 4,290 …45 

地域用水環境整備事業
（舟子川地区）

舟子川用水発電所 富山県黒部市 水路式 190 890 …46

地域用水環境整備事業
（三合新地区）

三合新発電所 富山県砺波市 水路式 78 588 …47

県営かんがい排水事業
（上郷地区）

手取川宮竹用水第一発電所 石川県能美市 水路式 640 4,454 …48

県営かんがい排水事業
（中島地区）

七ヶ用水発電所 石川県白山市 水路式 630 3,994 …49 

地域用水環境整備事業
（加賀三湖地区）

加賀三湖発電所 石川県小松市 水路式 89 563 …50

地域用水環境整備事業
（宮竹用水地区）

手取川宮竹用水第二発電所 石川県能美市 水路式 580 4,036 …51



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（日野川用水地区）

日野川用水発電所 福井県越前市 水路式 141 1,021 …52

地域用水環境整備事業
（芝原用水地区）

中ノ郷発電所
二タ口発電所

福井県福井市
福井県福井市

水路式
水路式

63
103

399
669

…53

地域用水環境整備事業
（日野川用水右岸地区）

日野川用水第２発電所 福井県越前市 水路式 199 1,138 …54

国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

十郷発電所 福井県あわら市 水路式 180 923 …55

国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

春江北部発電所 福井県坂井市 水路式 47 372 …56

国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

河合春近発電所 福井県福井市 水路式 360 1,572 …57

国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

江上発電所 福井県福井市 水路式 400 1,747 …58

農業水路等長寿命化・防災減災
事業（高椋地区）

高椋用水発電所 福井県坂井市 水路式 155 1,049 …59

農業水路等長寿命化・防災減災事業

（九ヶ江用水地区）
高木発電所 福井県福井市 水路式 86 736 …60

地域用水環境整備事業
（韮崎地区）

徳島堰入戸野発電所 山梨県韮崎市 水路式 60 215 …61

国営かんがい排水事業
（中信平二期地区）

中信平小水力発電所 長野県松本市 水路式 499 3,700 …62 

地域用水環境整備事業
（波田堰地区）

波田堰小水力発電所 長野県松本市 水路式 16 72 …63 

地域用水環境整備事業
（平川地区）

平川小水力発電所 長野県白馬村 水路式 180 1,466 …64



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（里島地区）

里島小水力発電所 長野県長野市 水路式 40 254 …65

地域用水環境整備事業
（美和地区）

美和土地改良区発電所 長野県伊那市 水路式 12 96 …66

地域用水環境整備事業
（有明地区）

宮城小水力発電所 長野県安曇野市 水路式 18 117 …67 

地域用水環境整備事業
（石徹白地区）

石徹白清流発電所 岐阜県郡上市 水路式 63 386 …68 

国営かんがい排水事業
（西濃用水二期地区）

揖西発電所 岐阜県揖斐川町 水路式 71 458 …69 

地域用水環境整備事業
（加子母小郷地区）

加子母清流発電所 岐阜県中津川市 水路式 220 1,680 …70

国営かんがい排水事業
（西濃用水二期地区）

揖東発電所 岐阜県揖斐川町 水路式 31 189 …71 

国営かんがい排水事業
（大井川用水地区）

伊太発電所 静岡県島田市 水路式 893 4,300 …72 

地域用水環境整備事業
（大井川Ⅰ期地区）

細島発電所 静岡県島田市 水路式 55 268 …73

地域用水環境整備事業
（新エネ大井川右岸地区）

西方発電所 静岡県菊川市 水路式 169 966 …74 

地域用水環境整備事業
（新エネ大井川右岸地区）

伊達方発電所 静岡県掛川市 水路式 142 858 …75

地域用水環境整備事業
（羽布ダム地区）

羽布ダム小水力発電所 愛知県豊田市 ダム式 880 3,857 …76

国営総合農地防災事業
（矢作川総合第二期地区）

中井筋発電所 愛知県安城市 水路式 41 306 …77



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（中勢用水地区）

中勢用水小水力発電所 三重県津市 ダム式 338 938 …78

国営かんがい排水事業
（青蓮寺用水地区）

青蓮寺用水発電所 三重県名張市 ダム式 183 507 …79

地域用水環境整備事業
（湖北地区）

湖北中央幹線３、４号発電施設 滋賀県長浜市 水路式 22 98 …80

地域用水環境整備事業
（姉川沿岸地区）

姉川エコ発電所 滋賀県米原市 水路式 17 87 …81

地域用水環境整備事業
（湖北地区）

湖北中央幹線１号発電施設 滋賀県長浜市 水路式 10 46 …82

地域用水環境整備事業
（鮎屋川ダム地区）

鮎屋川ダム小水力発電所 兵庫県洲本市 ダム式 16 87 …83

国営かんがい排水事業
（東播用水第二期地区）

大川瀬ダム小水力発電所 兵庫県三田市 ダム式 199 968 …84

国営かんがい排水事業
（東播用水第二期地区）

呑吐ダム小水力発電所 兵庫県三木市 ダム式 275 867 …85

地域用水環境整備事業
（上津ダム地区）

上津ダム小水力発電所 奈良県山添村 ダム式 60 380 …86

中山間地域農村活性化総合整備
事業（高田地区）

高田小水力発電所 和歌山県新宮市 水路式 282 1,784 …87

地域用水環境整備事業
（南紀島ノ瀬地区）

島ノ瀬ダム小水力発電所 和歌山県みなべ町 ダム式 140 750 …88

国営農業用水再編対策事業（大
和紀伊平野地区）

安楽川井発電所 和歌山県紀の川市 水路式 22 126 …89

地域用水環境整備事業
（船上山地区）

船上山電発電所 鳥取県琴浦町 ダム式 110 799 …90



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（下蚊屋地区）

下蚊屋発電所 鳥取県江府町 ダム式 197 1,536 …91

地域用水環境整備事業
（南谷地区）

南谷小水力発電所 鳥取県関金町 水路式 90 642 …92

地域用水環境整備事業
（阿井地区）

阿井発電所 島根県出雲町 水路式 158 1,136 …93

県営かんがい排水事業
（備北地区）

大佐ダム発電所 岡山県新見市 ダム式 510 2,600 …94

地域用水環境整備事業
（影石地区）

影石水力発電所 岡山県西粟倉村 水路式 5 42 …95

地域用水環境整備事業
（北房ダム地区）

北房ダム小水力発電所 岡山県真庭市 ダム式 5 39 …96 

農村総合整備事業
（川小田地区）

川小田小水力発電所 広島県北広島町 水路式 720 3,727 …97

地域用水環境整備事業
（三川ダム地区）

三川ダム小水力発電所 広島県世羅町 ダム式 460 2,143 …98 

県営かんがい排水事業
（曽江谷地区）

夏子ダム小水力発電所 徳島県美馬市 ダム式 29 240 …99 

地域用水環境整備事業
（新府能地区）

新府能発電所 徳島県佐那河内村 水路式 45 250 …100

地域用水環境整備事業
（志河川地区）

志河川ダム発電所 愛媛県西条市 ダム式 50 288 …101

地域用水環境整備事業
（大久保山地区）

大久保山ダム小水力発電所 愛媛県愛南町 ダム式 24 159 …102

地域用水環境整備事業
（朝倉地区）

朝倉ダム発電所 愛媛県今治市 ダム式 50 281 …103



造成事業名
（地区名）

発電所名 位 置 発電方式
最大出力

（kW）

年間発電
可能量
(MWh)

頁

地域用水環境整備事業
（物部川地区）

山田分水工発電所 高知県香美市 水路式 82 477 …104

県営かんがい排水事業
（両筑江川地区）

両筑江川発電所 福岡県朝倉市 ダム式 1,110 2,846 …105

農山漁村活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
支援交付金（糸島地区）

雷小水力発電所 福岡県糸島市 水路式 2 8 …106

農山漁村活性化プロジェクト支援
交付金（唐津地区）

藤ノ平ダム小水力発電所 佐賀県玄海町 ダム式 49 288 …107

国営かんがい排水事業
（尾鈴地区）

青鹿ダム小水力発電所 宮崎県川南町 ダム式 47 236 …108

国営かんがい排水事業
（西諸地区）

浜ノ瀬ダム発電所 宮崎県小林市 ダム式 1,790 5,219 …109 

国営かんがい排水事業
（肝属中部地区）

荒瀬ダム発電所 鹿児島県肝付町 ダム式 308 1,414 …110 



○国営当麻永山用水地区の分水工落差を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：北海道上川郡当麻町
： 139kW
： 708MWｈ
： 6.25m3/s 
： 3.15m
： 4億400万円
：平成30年5月
：国営かんがい排水事業

（当麻永山用水地区）
：大雪土地改良区連合

小水力発電の事例（当永発電所）
とうえい

Ｓ形チューブラ水車

導水幹線用水路

導水幹線用水路

発電所へ

写真①

写真②

写真①

写真②

当永発電所全景

用水路から最大
3.5ｍの落差

（有効落差 3.15ｍ）

1 １



ランナ（プロペラ）

発電機

○国営山部二期地区の山部幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：北海道 南富良野町
： 177kW
： 678MWh
： 3.30m3/s
： 6.66m
： 4億4,400万円
：平成31年4月
：国営造成土地改良施設整備事業

（山部二期地区）
：空知川上流土地改良区

小水力発電の事例（空知川上流小水力発電所）
そ ら ち が わ じ ょ う り ゅ う

用水路から最大7.36m
の落差（有効落差 6.66m）

山部幹線用水路模式図

農業用水

流
量

(m3/s)

Qmax=5.644 m3/s 発電用水

２

空知川上流小水力発電所（全景）

山部頭首工

水車発電機(チュ-ブラ水車）
期別水量

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

3.30m3/s

→

取水施設

発電所

川

↓

山
部
幹
線
用
水
路

か
ん
が
い
＋
発
電

空

知

放流管

か
ん
が
い

放流工

↓

発電←

山部幹線用水路（取水施設）

5.294m3/s

3.30m3/s

山部頭首工

3.892m3/s 3.892m3/s

3.756m3/s

3.929m3/s

2.812m3/s

0.592m3/s0.592m3/s

3.929m3/s
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ヘッドタンク
除塵機

発電所
三本木
幹線用水路
急流工

稲生川
幹線用水路

水圧管路

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

○国営相坂川左岸地区の三本木幹線用水路急流工の落差を利用した小水力発電施設を建設

小水力発電の事例（稲生川小水力発電所）
い な お い が わ

期別水量

流
量

(m3/s)

7.310 m3/s

0.209 m3/s

農業用水

発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.209 m3/s

6.249 m3/s

4.000 m3/s※

設置箇所

最大使用水量4.0㎥/S

取水位（WL=87.970m）

放水位（WL=79.143m）

総落差
8.827m

三本木幹線用水路

発電所

平面図

発電地点

イメージ図

発電設備 ２台

青森県

十和田市

3.791 m3/s

新規発電水量（H27.12.1許可）

：青森県十和田市
： 182kW （91kW×2台）
： 939MWh
： 4.00m3/s     
： 6.98m   
： 3億1,000万円
：平成26年7月
：地域用水環境整備事業

（三本木地区）
：稲生川土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

一本木沢用排水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（一本木沢小水力発電所）
い っ ぽ ん ぎ さ わ

設置箇所

最大使用水量0.12㎥/S

取水位（WL=128.27m）

放水位（WL=98.48m）

総落差
29.0m

発電所

平面図

発電所建屋

イメージ図

青森県

弘前市

鋼製スライドゲート

自動除塵機

既設利用ヘッドタンク

※ため池を水源としているため期別水量は決まっていない

小水力発電設備

：青森県弘前市
： 22kW 
： 150MWh
： 0.12m3/s     
： 26.6m   
： 1億円
：平成29年4月
：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金・

農山漁村振興交付金（一本木沢地区）

：弘前市
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

奈良寛ため池の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（奈良寛ため池小水力発電所）
な ら か ん

設置箇所

平面図

発電所建屋

イメージ図

※ため池を水源としているため期別水量は決まっていない

放水位
（WL=77.19m）

総落差
12.91m発電所

ため池

底樋

堤体
Ｑ

最大使用水量0.345㎥/S

斜樋

ため池堤体

取水位
（WL=90.10m）

発電所

底樋φ1200

水圧管路(φ400)

流量調整バルブ

青森県

弘前市

水圧管路(φ400)

小水力発電設備

平面図

：青森県弘前市
： 26kW
： 137MWh
： 0.345m3/s
： 11.64m
： 1億2,000万円
：令和2年4月
：農業水路等長寿命化・防災減災事業

（奈良寛ため池地区）
：弘前市
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発電用水は、かんがい用水の他に河川維持流量や常時満水位維持のための河川放流
量（無効放流）を利用している。 最大使用水量

Q=2.300m3/s

Q=0.823m3/s

Q=1.021m3/s
Q=1.284m3/s

Q=0.516m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

小水力発電の事例（大志田ダム等管理用発電所）

○国営馬淵川沿岸農業水利事業により造成された大志田ダムの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県二戸郡一戸町
： 810kW
： 4,165MWｈ
： 2.3m3/s
： 45.07m
： 4億4,176万円
：平成21年4月
：国営かんがい排水事業
（馬淵川沿岸地区）

：馬淵川沿岸土地改良区
小水力発電施設

横軸フランシス水車

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

かんがい水量

※大・小の字は岩手県の小学生が書したものです。

お お し だ
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県一関市
： 13.4kW
： 83MWh
： 0.990m3/s     
： 1.98m
： 6,800万円
：平成27年7月
：地域用水環境整備事業

（荻野地区）
：照井土地改良区

○県営かん排事業により築造された赤荻南堰幹線水路の落差を活用した小水力発電施設

小水力発電の事例（荻野小水力発電所）
お ぎ の

荻野発電計画

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

0.154 m3/s※

0.642～1.475 m3/s

かんがい使用水量

有効落差1.98m

落差工

小水力発電施設

平面図（計画）

発電使用水量

0.642～0.990 m3/s

岩手県

一関市
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県下閉伊郡普代村

： 28.4kW
： 82MWh
： 0.156m3/s
： 23.5m
： １億1,500万円
：平成28年４月
：地域用水環境整備事業

（普代ダム地区）
： 普代村

○県営農地開発事業により築造された普代ダムが有する包蔵水力を活用した小水力発電施設

小水力発電の事例（普代ダム小水力発電所）
ふ だ い

発電所完成予想図

普代ダム小水力発電計画

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水 発電用水（河川責任放流量）

0.156 m3/s

0.019 m3/s 0.019 m3/s

発電使用水量

0.019 m3/s

0.117 m3/s
かんがい使用水量

0.01 m3/s 0.01 m3/s

平面図

ダム水位

放水位

有効落差23.5m
（最大）

減勢設備

放流設備

揚水機場

減勢設備

放流設備

小水力発電施設

岩手県

普代村

小水力発電施設
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小水力発電の事例（瀬月内ダム発電所）

○瀬月内ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県久慈市
： 59.2kW
： 313MWh
： 0.3m3/s     
： 29.0m   
： 2億2,100万円
：平成29年9月
：地域用水環境整備事業

（瀬月内ダム地区）
：九戸村

小水力発電施設

せ つ き な い

久慈市山形町

ランナ

放流水

ﾗﾝﾅ

期別水量 発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

設置箇所

水車・発電機

クロスフロー水車
構 造 概 要

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.616 m3/s
0.526 m3/s

0.122 m3/s0.122 m3/s 0.300 m3/s

農業用水
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○後藤川温水路の落差を利用した小水力発電所

期別水量

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岩手県八幡平市
： 49.9kW
： 415MWh
： 0.91m3/s
： 9.34m
： 1億1,400万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業

（松川地区）
：松川土地改良区

小水力発電の事例（松川第一小水力発電所）
ま つ か わ

八幡平市松尾

イメージ図

設置箇所

小水力発電施設

農業用水

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量4.100 m3/s

2.843 m3/s

0.910 m3/s 0.910 m3/s
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

期別水量

○南照井堰用水路の落差を利用した少流量・低落差での小水力発電所

小水力発電の事例（八幡沢発電所）
は ち ま ん ざ わ

：岩手県一関市
： 19.9kW
： 113MWh
： 1.315m3/s
： 2.34m
： 8,800万円
：平成31年4月
：農業水路等長寿命化・防災減災事業

（八幡沢地区）
：照井土地改良区

一関市厳美町

小水力発電施設

発電へ

南照井堰
用水路

農業用水

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.182 m3/s

1.315 m3/s

0.642 m3/s0.642 m3/s

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量
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小水力発電の事例（荒砥沢発電所）

○国営迫川上流農業水利事業により造成された荒砥沢ダムの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：宮城県栗原市
： 1,000kW
： 3,355MWｈ
： 2.0m3/s
： 62.98m
： 8億5,600万円
：平成11年4月
：国営かんがい排水事業
（迫川上流地区）

：迫川上流土地改良区

発電用水は、かんがい用水の他に河川維持流量や常時満水位維持のための河川放流
量（無効放流）を利用している。

期別水量 発電用水は、かんがい用水の他に河川維持流量や常時満水位維持のための河川放流
量（無効放流）を利用している。

最大使用水量
Q=2.000m3/s

Q=1.021m3/s

Q=5.865m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

Q=0.658m3/sQ=0.658m3/s
Q=1.464m3/s

Q=4.165m3/s

小水力発電施設

地区内の国営施設【頭首工５箇所、揚水機場２箇所、用水
路（除塵機等）】の維持管理費の負担軽減に役立ている。

あ ら と ざ わ
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【発電所諸元】

：宮城県大崎市
： 5.5kW 
： 34MWh
： 2.19m3/s     
： 0.8～1.10m   
： 2,700万円
：平成27年4月
：地域用水環境整備事業

（内川地区）
：大崎土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○国営大崎西部地区の第１号幹線用水路の落差を利用して小水力発電施設

小水力発電の事例（内川小水力発電所）
うちかわ

１号幹線用水路19号落差工

発電地点（設置前）

位 置 図

発電地点
19号落差工

第１号幹線用水路

江合川

大崎土地改良区

第３号幹線用水路
第１号幹線用水路

水車

集水板

昇降架台

点検歩廊

発電施設断面図

宮城県

大崎市

期別水量

流
量

(m3/s)

11.504 m3/s
農業用水

発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

6.767 m3/s

2.497 m3/s 2.497 m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.190m3/s※
最大使用水量

発電施設（設置後）

開水路式立軸クロスフロー水車

側 面 図

2.06m3/s
1.568m3/s1.568m3/s
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【発電所諸元】

位 置：仙台市泉区朴沢
最 大 出 力： 7kW
年間発電可能量（推定）： 約42MWh
最 大 使 用 水 量： 0.35m3/s
有 効 落 差： 3.67m

建 設 費： 4,530万円
運 転 開 始：平成30年11月
造 成 事 業 名：中山間地域所得向上支援事業

（朴沢地区）
施 設 管 理 者：仙台市

小水力発電の事例（朴沢小水力発電所）
ほおざわ

位 置 図

朴沢小水力発電所

発電施設概要図

発電施設（設置後）

○朴沢用水路（通称：つかい川）の落差を利用した小水力発電施設
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水圧管路（FRPMφ600）

流
量

(m3/s)
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県由利本荘市
： 740kW 
： 2,993MWh
： 0.8m3/s     
： 116m   
： 8億630万円
：平成元年10月
：県営かんがい排水事業

（西目地区）
：由利本荘市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した上巾用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（西目発電所）

期別水量

0.600 m3/s

農業用水(既設許可水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（渓流水等）

(非かんがい期)
0.460 m3/s (普通期) 0.572 m3/s

(代掻き期)

に し め

東ため池１

し か く い ど た め い け

東ため池２

四角井戸ため池

四角井戸用水路

水圧管路（FRPMφ450）

発電設備(水車など)

かんがい面積
455ha

水槽

西目幹線用水路
にしめかんせんようすいろ

秋田県由利本荘市西目字黒森地内

上
巾
水
路

ヘッド
タンク

(非かんがい期)
0.460 m3/s

0.800 m3/s

西目幹線用水路
にしめかんせんようすいろ

かんがい面積
455ha

上巾水路
ヘッド
タンク

水槽

延長517m

有効落差116m

発電設備(水車など)

［平面図］

［縦断図］

横軸単輪単流渦巻フランシス水車の内部構造図

秋田県

由利本荘市
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Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県にかほ市
： 43kW 
： 355MWh
： 0.4m3/s     
： 15.0m   
： 1億2,000万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（畑野地区）
：にかほ市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した金浦幹線用水路の落差を利用した全線管路化による小水力発電施設

小水力発電の事例（畑野小水力発電所）

期別水量

流
量

(m3/s)

0.465 m3/s

農業用水(既設許可水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（新規水利権取得）

(非かんがい期) (非かんがい期)
0.404 m3/s 0.404 m3/s

(普通期)
0.404 m3/s

(代掻き期)

は た の
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Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【発電所諸元】

：秋田県仙北郡美郷町
： 11kW 
： 57MWh
： 0.7m3/s     
： 2.7m   
： 3,800万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（六郷東根地区）
：秋田県仙北平野土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○県営かんがい排水事業で整備した六郷東根幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（六郷東根小水力発電所）
ろ く ご う ひ が し ね

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水(慣行水利権) 発電用水（農業用水に従属）

0.880 m3/s(普通期)

発電用水（新規水利権）

0.293 m3/s(非かんがい期)

最大使用水量0.700 m3/s0.407 m3/s(発電増量分)
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小水力発電の事例（真木関根発電所）

期別水量 農業用水(慣行水利権) 発電用水（農業用水に従属）

発電用水（新規水利権）

【発電所諸元】
：秋田県大仙市
： 18kW 
： 97MWh
： 1.211m3/s     
： 2.531m   
： 8,000万円
：令和元年5月
：地域用水環境整備事業

（真木関根地区）
：大仙市

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○行政が管理する小水力発電施設

ま ぎ せ き ね

真木関根幹線用水路

発電流量 Q=1.211m3/s

有効落差 H=2.531m

ヘッドタンク・取付水路 新設

秋田県

大仙市
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小水力発電の事例（野川小水力発電所）

○ 野川幹線用水路（パイプライン）の落差を利用して発電

の が わ

野川

野川幹線用水路

新野川第１発電所
（山形県企業局）

野川小水力発電所

L=944.0m

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県長井市
： 198kW
： 1,138MWｈ
： 4.4m3/s    
： 7.195m 
： 4億4,000万円
：平成26年11月
：地域用水環境整備事業

（野川地区）
：野川土地改良区

総落差9.3m

長井ダム

（既設導水管利用）

第２号幹線用水路

導水路全景

小水力発電所

新野川第１発電所

第１号幹線用水路

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

7.200 m3/s

3.148 m3/s

農業用水 発電用水（通年）※最大発電使用量

3.148 m3/s

4.400 m3/s※
7.202 m3/s

4.063 m3/s

（発電所全景） （水車）
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小水力発電の事例（水窪ダム発電所）

○ ダムの落差を利用した小水力発電施設

み ず く ぼ

水窪ダム発電所

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量

最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県米沢市
： 798kW
： 3,898MWｈ
： 2.0m3/s    
： 50.4m 
： 6億3,655万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業及び山形県企

業局との共同事業（米沢平野二期地区）

：米沢平野土地改良区

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

(導水管）
L=３８０ｍ
有効落差 ５０．４ｍ

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

8.777 m3/s

2.000 m3/s※

8.349 m3/s

4.288 m3/s4.288m3/s

ダム取水量＝農業用水＋上水道＋工業用水道
発電用水（ダム取水量に従属）

※最大発電使用水量

水窪ダム発電所

小水力発電設備

小水力発電
施設

取水施設
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小水力発電の事例（竹森発電所）

○ 東幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

たけのもり

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名
施 設 管 理 者

：山形県高畠町
： 120kW
： 681MWｈ
： 0.5m3/s    
： 31.5m 
： 2億7,863万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業（米沢平野二期地区）

：米沢平野土地改良区

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

竹森発電所

（管水路）

Ｌ=７．８km
有効落差 ３１．５m

東幹線用水路

東幹線用水路

２号調整池

（ヘッドタンク）

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

1.555 m3/s

0.500 m3/s※
0.886 m3/s 0.712 m3/s0.712m3/s

農業用水 発電用水（農業用水量に従属） ※最大発電使用水量

竹森発電所

小水力発電設備
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堰上ゲート

除塵機

入口ゲート
導水路FRPMφ1800

流量計室

管理桝

出口ゲート

水車・発電機

落差工

西１号幹線用水路

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（赤川地区小水力発電所）
あ か が わ

：山形県鶴岡市
： 297kW 
： 1,879MWｈ
： 5.4m3/s   
： 7.2m
： 6億7,900万円
：平成29年7月
：国営かんがい排水事業

（赤川二期地区）
：庄内赤川土地改良区

○国営赤川二期地区の西１号幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

設置箇所

赤川地区
小水力発電所

期別水量

発電所

西１号幹線用水路

落差工

水車・発電機

農業用水

4.5m3/s
5.4m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

発電用水

4.5m3/s

41.446m3/s

30.856m3/s

※かんがい期は農業用水に従属、
非かんがい期は河川の浄化のための導水に従属

有効落差：最大７．２ｍ

3号落差工

4号落差工

5号落差工

6号落差工

7号落差工

水車・発電機

ﾍｯﾄﾞ
ﾀﾝｸ

水路縦断図

赤川二期地区

鶴岡市、三川町、酒田市

山形県
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村山北部小水力発電所 全景村山北部
発電所

小水力発電の事例（村山北部発電所）

○国営村山北部地区丹生川左岸幹線用水路(パイプライン)の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県尾花沢市
： 180kW
： 897MWh
： 1.0m3/s
： 25.4m
： 3億2,400万円
：平成30年7月
：国営施設機能保全事業

（村山北部地区）
：村山北部土地改良区

沈砂池(呑口部)

取水口
位置

頭首工から２６．８m
の落差

(有効落差２５．４ｍ)

調圧水槽

位 置 図

村山北部地区

山形
県

電気室

水車発電機室

東北電力(株)
引渡電柱

水車発電機(横軸フランシス水車)

発電機 水車

丹生川左岸幹線用水路 呑口部

除塵機

余水吐及び越流部
村山北部発電所下流から上流を望む

水車発電機室

東北電力(株)引
渡電柱

電気室

期別水量

農業用水(発電所地点)発電用水（農業用水に従属）

1.174 m3/s 1.174 m3/s

3.285 m3/s
3.833 m3/s

5.111 m3/s
4.433 m3/s

農業用水(鶴子頭首工)

1号分水工

２号分水工

３号分水工

４号分水工

0.808 m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

1.000 m3/s 0.808 m3/s

む ら や ま ほ く ぶ
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小水力発電の事例（日向川小水力発電所）

○ 両止幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県酒田市福山
： 123.5kW
： 753MWh
： 2.69m3/s    
： 8.1m
： 6億3,200万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業

（日向川地区）
：日向川土地改良区

日向川頭首工

日向川小水力
発電所

福山分水工

（導水管）

L=468m
総落差 9.3m

日向川

に っ こ う が わ

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

8.509 m3/s

農業用水 発電用水（通年） ※最大発電使用量

3.009 m3/s

1. 173 m3/s
2.69 m3/s※
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小水力発電の事例（平津小水力発電所）

月光川頭首工

平津小水力発電所

月光川

既設導水管利用
新設導水管：L= 68.4m

総落差 10.8m

左岸調圧水槽

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県飽海郡遊佐町小原田
： 60.1kW
： 363MWh
： 1.40m3/s    
： 9.90m
： 3億2,000万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業
（月光川地区）

：月光川土地改良区

○ 月光川左岸幹線用水路（パイプライン）の落差を利用した小水力発電施設

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

4.035 m3/s
3.454 m3/s

1.404 m3/s※

ひ ら ず
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小水力発電の事例（白川いいで発電所）

白川

白川ダム

白川幹線用水路

西高峰
頭首工

松原用水路

萩生用水路

白川いいで発電所

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県飯豊町小白川
： 43kW
： 222MWｈ
： 0.70m3/s    
： 9.03m  
：2億6,800万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業
（白川地区）

：白川土地改良区

○ 白川幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

3.649m3/s

農業用水 発電用水（かんがい期農業用水に従属）
※最大発電使用量

2.952m3/s

0.330 m3/s0.330 m3/s 0.700 m3/s※
0.700 m3/s 0.700 m3/s

し らかわ

（導水路）
Ｌ=222..8m

総落差 12.0m

1.644m3/s
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小水力発電の事例（大井沢小水力発電所）

○ 大井沢幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設
遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】
：山形県西川町大井沢
： 37kW
： 271MWｈ
： 0.29m3/s    
： 19.22m
： 2億5,500万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業
（大井沢地区）

：西川町

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.29 m3/s※

大井沢小水力発電所

大井沢堰頭首工

お お い さ わ
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第5号幹線用水路

野川小水力発電所

野川

最上川

（導水路）
Ｌ=308.0m

総落差 14.6m

第1号幹線用水路

小水力発電の事例（野川第２小水力発電所）

○ 野川５号幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

の が わ

野川第２
小水力発電所

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県長井市寺泉
： 49kW
： 284MWｈ
： 0.67m3/s    
： 11.09m 
： 2億3,300万円
：令和元年11月
：地域用水環境整備事業

（野川地区）
：野川土地改良区

第2号幹線用水路

第3号幹線用水路

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

1.795m3/s

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.670 m3/s※

1.525m3/s

0.565m3/s0.565m3/s
0.856m3/s
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小水力発電の事例（黒川地区小水力発電所）

遊佐町

新庄市

大石田町

最上町

金山町

鮭川村

鶴 岡 市

真室川町

尾花沢市

酒 田 市

戸沢村

飯
豊
町

西川町

大江町

朝日町

白鷹町

長井市

小
国
町

村山市

天童市

山形市

上山市

米沢市

高畠町

南陽市

東根市

大蔵村

中山町

山辺町

川
三

町 庄
内

町

寒
河

江
市

河
北

町

町
西

川

町
形

舟

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：山形県鶴岡市黒川
： 44.2kW
： 140MWh
： 0.66m3/s    
： 7.60m
： 1億7,500万円
：令和2年7月
：地域用水環境整備事業
（庄内赤川地区）

：庄内赤川土地改良区

分水工
黒川地区

小水力発電所

１号水槽工

○ 田沢用水路の落差を利用した小水力発電施設

（導水管）L=560m
総落差 9.3m

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

1.04 m3/s

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

0.660 m3/s※
0.82 m3/s

く ろ か わ
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小水力発電の事例（大平沼発電所）

○ ダムの落差を利用した小水力発電施設

おおだいらぬま

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福島県喜多方市
： 570kW
： 3,267MWｈ
： 1.6m3/s    
： 46.2m 
： 6億4,000万円
：平成4年4月
：国営かんがい排水事業

（会津北部地区）
：会津北部土地改良区

Q=2.24m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

5/6～5/20：1.867 m3/s

1.60 m3/s※ 5/21～9/6：0.915 m3/s

取水は、かんがい用水及び大平沼管理放流に
従属して行う。

発電用水（ダム取水量に従属）
※最大発電使用水量

小水力発電設備
（横軸単輪単流渦巻
形フランシス水車）

大平沼発電所
（平成3年建設当時）

取水施設

取水施設

小水力発電
施設

大平沼

(導水管）
L=４７５ｍ【鋼管φ８００】
有効落差 ４６．２ｍ

大平沼発電所
小水力発電施設

定期点検

9/7～5/5：0.130 m3/s9/7～5/5：0.130 m3/s
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（安積疏水管理用発電所）

○国営新安積地区のパイプラインの有効落差約90ｍを利用した小水力発電施設

流
量

(m3/s)

分水工

期別水量

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福島県郡山市
： 2,230kW
： 8,740MWｈ
： 3.20m3/s
： 87.31m
： 13億7000万円
：平成16年4月
：国営かんがい排水事業

（新安積地区）

：安積疏水土地改良区

平均最大取水量最大取水量

あ さ か そ す い

Q=4.184m3/s

Q= 6.033m3/s

Q=0.856m3/sQ= 0.856m3/s

Q=4.499m3/s

渇水時最大取水量

発電所模式図

発電所縦断図
小水力
発電所

水車発電所内機器
配置位置図

31

入口弁
制水弁

２号水車
発電機

１号水車

最大使用水量
3.2０ｍ³／ｓ

Q=3.200m3/s

Q=2.129m3/s



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（新宮川ダム発電所）

○国営会津宮川地区のダム有効落差53.5ｍを利用した小水力発電施設

流
量

(m3/s)

分水工

期別水量

小水力発
電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福島県大沼郡会津美里町

： 1,100kW
： 5,098MWｈ
： 2.60m3/s
： 53.52m
： 4億400万円
：平成16年4月
：国営かんがい排水事業

（会津宮川地区）

：会津宮川土地改良区

最大取水量

しんみやかわ

Q=2.600m3/s

小水力
発電所

発電所平面図

発電所縦断図
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○那須野原地区の地形勾配を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：栃木県那須塩原市
： 500kW
： 3,163MWh
： 1.4m3/s    
： 44.0m
： 6億4,000万円
：平成26年4月
：地域用水環境整備事業

（那須野原地区）
：那須野ヶ原土地改良区連合

小水力発電の事例（新青木発電所）

イメージ図

し ん あ お き

有効落差
(44.0m)

1/45 勾配

発電所

水圧管（FRPM管)

戸田調整池

水槽

最大出力
約500kW

2.1km
新青木発電所

2.1km
1/45勾配

既設水路既設水路

新青木発電所

外 観

内 部
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○国営神流川沿岸地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：埼玉県児玉郡上里町
： 199kW
： 522MWh
： 0.9m3/s    
： 31.1m       
： 2億7,700万円
：平成24年9月
：国営かんがい排水事業

（神流川沿岸地区）
：埼玉北部土地改良区連合

小水力発電の事例（神流川沿岸発電所）
か ん な が わ え ん が ん

下久保ダム

神流川沿岸発電所

落 差
31.1m

神
流
川
頭
首
工

水路の長さ 9.0km

調
整
池

調
圧
水
槽

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

発電用水（農業用水に従属）農業用水期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

1.677 m3/s

1.274 m3/s
1.210 m3/s

0.529 m3/s
0.242 m3/s

0.900m3/s※

※発電最大使用水量

0.242 m3/s

小水力発電施設

神流川沿岸発電所

34



【発電所諸元】

水力発電の事例（内の倉発電所）

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県新発田市滝谷
： 2,900kW
： 11,084MWh
： 5.0m3/s    
： 70.5m
： 24億6,300万円
：平成2年4月
：県営かんがい排水事業
（加治川沿岸地区）

：加治川沿岸土地改良区連合

内の倉地区

○国営加治川地区 内の倉ダムの利水放流設備を利用した水力発電施設

内
の
倉
ダ
ム

内の倉発電所

内の倉発電所

立軸フランシス水車(仮組中)

発電所への管路(Φ1200㎜)

内の倉ダム

う ち の く ら

35

期別水量 発電用水（ダム放流水に従属）

流量

(m3/s)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Q=5.000m3/s Q=ダム放流量



発電所内観

水車 同期発電機
励磁装置

小水力発電の事例（五城発電所）

○国営魚野川東部地区における三国川幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

：新潟県南魚沼市
： 1,100kW
： 7,829MWh
： 5.44m3/s
： 24.01m
： 17億900万円
：平成12年4月
：県営かんがい排水事業、農村総合整備事業の合併施工

（五城地区）
：五城土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ごじょう
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期別水量
農業用水

発電用水
（農業用水に従属＋非従属）

ヘッドタンク外観 発電所外観



【発電所諸元】

：新潟県胎内市
： 960kW
： 4,901MWh
： 2.0m3/s
： 60.25m
： 14億2,600万円
：平成14年12月
：農村総合整備事業
（胎内地区）

：胎内市

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○農業用水を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（鹿ノ俣発電所）
か の ま た

37

期別水量 農業用水 発電用水
（農業用水に従属＋非従属）



○国営苗場山麓第二地区における雑水山導水路落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県中魚沼郡津南町
： 39kW
： 281MWh
： 0.42m3/s    
： 12.4m  
： 1億4,100万円
：平成27年12月
：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

（苗場地区）
：津南町

小水力発電の事例（雑水山第二発電所）

津南町

ぞ う み ず や ま

雑水山第二発電所と源内山調整池（上空より）

中深見 源内山調整池

既設 雑水山導水路(VUφ600)

← 発電所

発電所外観

増速機

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

期別水量

※既設導水路の流末を活用した発電。
※流量の増減に対応できるクロスフロー水車を採用。

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

0.42㎥/S
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池平発電所

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（池平発電所）

○池平用水支線の落差を利用した小水力発電施設

流
量

(m3/s)

分水工

期別水量

【発電所諸元】

発電用水
（農業用水に従属+非従属）

農業用水

Q=0.640m3/s

Q=0.887m3/s

Q=0.470m3/s

発電所

有効落差
16.2m

ヘッドタンク内部除塵機

幹線用水路

いけだいら

Q=0.600m3/s

ヘッドタンク

←池平用水支線
落差部

落差H=6.0m

↑池平用水支線
急流部

落差H=11.6m

急流工

落差工

発電所へ

幹線用水路へ

Q=0.584m3/s

：新潟県魚沼市
： 73kW
： 530MWh
： 0.6m3/s
： 16.2m
： 2億5,500万円
：平成28年12月
：地域用水環境整備事業

（池平地区）
：魚沼市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

水圧管路
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○国営関川用水地区における笹ヶ峰ダム落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県妙高市
： 997kW
： 4,127MWh
： 3.8m3/s    
： 33.5m  
： 15億4,800万円
：令和元年7月
：国営かんがい排水事業

（関川用水地区）

：関川水系・和田・水上土地改良区

小水力発電の事例（笹ヶ峰ダム小水力発電所）
さ さ が み ね

笹ヶ峰発電所と笹ヶ峰ダム（上空より）

発電所外観

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

※既設ダムの放流落差を活用した発電

取水ゲート

笹ヶ峰発電所

農業用水
は関川へ

東北電力（株）
西野発電所へ

関川

妙高市

導水管φ1800
農業用水、西野発電
用水、河川維持流量
Qmax：10.99m3/s

水圧管φ1300
小水力発電の

使用水量
Qmax：3.8m3/s

西野発電所
（東北電力）へ

Qmax：3.28m3/s

分水槽

河川放流
農業用水Qmax：7.713/s

笹ヶ峰ダム
堤体下流

関川へ

減勢工
放流管φ1600 Qmax：10.99m3/s
コーンスリーブバルブφ1200、φ450

笹ヶ峰発電所

期別水量

3月 5月

河川維持流量

Ｑ=3.460㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s

Ｑ=3.800㎥/s

Ｑ=0.180㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s
Ｑ=3.460㎥/s

10月

農業用水

東北電力発電用水

発電用水（かんがい期：農業用水に従属／

非かんがい期：東北電力発電用水に従属）

Ｑ=10.989㎥/s

流
量

（㎥/s）

11月 12月1月 2月 4月 6月 7月 8月 9月
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（安川発電所）

○幹線用水路（開水路）から分水路（水圧管路）により発電所に送水し、有効落差約20mを利用して発電

流
量

(m3/s)

発電所

分水工

期別水量

安川発電所

幹線用水路

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 640kW
： 4,060MWｈ
： 4.0m3/s
： 20.7m
： 9億8,700万円
：昭和63年2月
：県営かんがい排水事業

（庄川右岸地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

発電所
分水工

有効落差
20.7m

分水工

幹
線
用
水
路

発
電
所
へ

開水路
（水圧管路と合わせ
て最大5.685m3/s）

水圧管路
（最大4.00m3/s）

幹線用水路

やすかわ

安川発電所
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○河岸段丘上の農業用水路から小矢部川へ流下する高低差25.2mを利用した発電所
○新たに発電用の水利権を取得し、農業用水路の断面を最大限に活用して発電

期別水量

農業用水

流
量
(m3/s)

発電使用水量
Q=2.64m3/s

かんがい使用水量
Q=2.98m3/s

Q=0.98～1.01m3/s 発電使用水量
Q=2.64m3/s

Q=0.34m3/s

農業用水に従属しない
水利権を新たに取得

Q=0.98～2.64m3/s

Q=0.34～
2.98m3/s

【発電所諸元】

河川へ放流

発電用水農業用水

予備協議：約１年
本協議：約２年

発電所

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県南砺市
： 520kW
： 2,570MWh
： 2.64m3/s
： 25.2m
：6億1,700万円
：平成25年3月
：地域用水環境整備事業

（山田新田地区）
：小矢部川上流用水土地改良区

発電用水は、農
業用水が使用し
ない施設容量を
使用

水圧管路

小水力発電の事例（山田新田用水発電所）

減水区間
L=3.5km

や ま だ し ん で ん よ う す い

山田新田用水発電所

ヘッドタンク

山田新田用水路発電

山田新田用水発電所
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１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

○農業用水路の放水路（中野放水路）が有する落差を利用した発電所

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 500kW
： 2,049MWh
： 13.00m3/s
： 4.82m
： 7億9,500万円
：平成27年3月
：地域用水環境整備事業

（中野放水路地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

小水力発電の事例（中野放水路発電所）
な か の ほ う す い ろ

取水口

中野放水路

中野放水路発電所へ

中野放水路発電所

取水口

発電所

放水口

中野放水路発電所（全景）

水車発電機

関西電力㈱中野発電所
max Q=44.52m3/s

流
量

(m3/s)

期別水量 発電用水農業用水

max Q=13.00m3/s

関西電力㈱中野発電所において最大
44.52m3/sを用いて発電したのち、農業用
水を優先して分水し、残りを中野放水路
を介して河川へ放流している。

中野放水路発電所は、中野放水路の
放流水のうち最大13.00m3/sを利用し発
電を行う。

発電用水（中野発電所の取水に従属）
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○農業用水路の（鋤川用水路）が有する落差を利用した発電所

期別水量

流
量
(m3/s)

【発電所諸元】

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県滑川市
： 530kW
： 2,772MWh
： 4.26m3/s
： 17.88m
： 8億9,000万円
：平成27年6月
：地域用水環境整備事業

（鋤川地区）
：早月川沿岸土地改良区

小水力発電の事例（早月川沿岸第一発電所）
はやつきがわえんがん

早月川沿岸第一発電所

導水区間途中での
分水量を差し引いた
流量を発電に使用

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=1.07m3/s

Q=1.07m3/s

発電使用水量
Q=4.26m3/s

農業用水量
Q=6.31m3/s

Q=1.40m3/sQ=1.40m3/s

Q=4.90m3/s

発電施設

発電機

クロスフロー水車

流水方向

施工前

鋤川用水路 発電所へ

水圧管路（埋設）

施工後

分水

分水

取水施設
（鋤川用水路から取水）

発電施設
（鋤川用水路へ放水）

農業用水取水口
(蓑輪頭首工)

水圧管路（埋設）
L=約９００ｍ
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○庄川合口堰堤より取水した農業用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（新明発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

し ん み ょ う

水車発電機
（S形チューブラ）

期別水量

：富山県砺波市新明
： 700kW
： 4,290MWh
： 8.50m3/s 
： 10.75m
： 23億6,488万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業
（庄西幹線用水地区）

：庄西用水土地改良区

位置図

取水口

発電所

発電所

発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水
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○舟子川用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（舟子川用水発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ふ な こ が わ よ う す い

水車発電機
（S形チューブラ）

：富山県黒部市宇奈月町浦山
： 190kW
： 890MWh
： 2.274m3/s 
： 11.16m
： 9億1,500万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業

（舟子川地区）
：黒部川左岸土地改良区

発電所

発電所

0.57

2.99

2.27 2.20
2.01

0.57

0.57

2.27 2.20
2.01

0.570

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量
（
m
3
/
s
）

発電使用水量期別図
期別水量

舟子川用水発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位置図
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○三合新用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（三合新発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

み あ い し ん

期別水量

：富山県砺波市芹谷
： 78kW
： 588MWh
： 0.33m3/s 
： 30.4m
： 2億7,700万円
：平成30年5月
：地域用水環境整備事業
（三合新地区）

：庄東用水土地改良区

位置図

発電所

発電所

水車発電機
（横軸フランシス）

発電用水（排水利用）
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第一発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 640kW
： 4,454MWh
： 6.5m3/s 
： 12.70m
： 16億6,700万円
：平成7年3月
：県営かんがい排水事業
（上郷地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備取水施設

設置箇所宮竹第一発電所

発電所
取水口
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小水力発電の事例（七ヶ用水発電所）

○農業用水（七ヶ用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県白山市
： 630kW
： 3,994MWh
： 15.0m3/s 
： 5.45m
： 14億5,300万円
：平成16年4月
：県営かんがい排水事業
（中島地区）

：手取川七ヶ用水土地改良区

し ち か よ う す い

小水力発電設備

水路平面図

設置箇所

七ヶ用水発電所

発電所 取水口

期別水量
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小水力発電の事例（加賀三湖発電所）

○農業用水（加賀三湖導水路）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県小松市
： 89kW
： 563MWh
： 0.99m3/s 
： 12.80m
： 1億9,900万円
：平成28年3月
：地域用水環境整備事業
（加賀三湖地区）

：加賀三湖土地改良区

か が さ ん こ

設置箇所

加賀三湖
導水路

発電施設

鳥越取水堰

加賀三湖導水
路取水口

北陸電力第二
発電所

５号スタンド

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量
(m3/s)

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=0.99m3/s

農業用水量
Q=1.86m3/s

農業用水量
Q=1.00m3/s

加賀三湖発電所

小水力発電設備
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第二発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 580kW
： 4,036MWh
： 6.5m3/s 
： 11.65m
： 21億3,500万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業
（宮竹用水地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備

宮竹第二発電所

取水施設

小水力発電設備の構成

設置箇所

発電所

取水口
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○国営日野川用水（２期）地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県越前市
： 141kW
： 1,021MWh
： 0.642m3/s
： 37.10m
： 2億1,000万円
：平成26年6月
：地域用水環境整備事業

（日野川用水地区）
：日野川用水土地改良区

小水力発電の事例（日野川用水発電所）
ひ の が わ よ う す い

日野川用水発電所（全景）

日野川用水発電所

用水系統模式図

日野川用水発電所（期別水量） 発電用水（農業用水に従属）

桝谷ダム

八乙女頭首工
（取水口）

一
級
河
川
日
野
川

主
幹
線
用
水
路

主7分水工

国営調整槽

左
岸
線
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

松ヶ鼻頭首工

日
野
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

中
央
幹
線
用
水
路

日野川用水発電所

有効落差
37.10m

0.642m3/s
取水

0.642m3/s
日野用水へ放水

日野川用水
中央管理所

流
量

(m3/s)

八乙女頭首工

農業用水

水車発電機（横軸フランシス水車）
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中ノ郷分水工

右岸幹線用水路（国営パイプライン）

左岸幹線用水路（国営パイプライン）

鳴鹿堰堤

二タ口分水工

十ケ・六ケ用水路

内輪用水路

河川から11m3/s取水

既設用水路に1.26m3/s 吐き出し

既設用水路に1.35m3/s 吐き出し

二タ口小水力発電所

中ノ郷小水力発電所

○芝原用水土地改良区の幹線用水路の分水工を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 63[103] kW
： 399[669]MWｈ
： 1.26[1.35]m3/s
： 7.4[11.0]m
： 5億9,000万円
：平成27年7月
：地域用水環境整備事業

（芝原用水地区）
：芝原用水土地改良区

［ ］二タ口小水力発電所

二タ口小水力発電所

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

流
量

(m3/s)

中ノ郷発電所（期別水量）
[二タ口発電所] 発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=0.633m3/s
[0.761m3/s]

Q=1.266m3/s
[1.356m3/s] Q=0.633m3/s

[0.761m3/s]

小水力発電の事例（中ノ郷発電所、二タ口発電所）

発電
所

発電
所

芝原用水地区
中ノ郷小水力発電所

な か の ご う ふ た く ち
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○国営日野川用水（２期）地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県越前市
： 199kW
： 1,138MWh
： 0.570m3/s
： 45.90m
： 3億3,500万円
：平成31年1月
：地域用水環境整備事業

（日野川用水右岸地区）
：日野川用水土地改良区

小水力発電の事例（日野川用水第２発電所）
ひ の が わ よ う す い

日野川用水第２発電所（全景）

水車発電機（横軸フランシス水車）

日野川用水第２発電所

用水系統模式図

日野川用水第２発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

発電用水（豊水水利権）

桝谷ダム

八乙女頭首工
（取水口）

一
級
河
川
日
野
川

主
幹
線
用
水
路

主7分水工

国営調整槽

左
岸
線
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

松ヶ鼻頭首工

日
野
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

中
央
幹
線
用
水
路

日野川用水第２発電所

0.570m3/s
取水

日野川用水
発電所

日野川用水
中央管理所

R1分水工

有効落差
45.90m

農業用水
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県あわら市
： 180kW
： 923MWh
： 1.20m3/s
： 20.50m
： 3億5,500万円
： 令和元年7月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（十郷発電所）
じ ゅ う ご う

十郷発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差20.50m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

既設水路に1.20m3/s 吐き出し

西江中江用水路
（県営パイプライン）

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

⼗郷発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県坂井市春江町
： 47kW
： 372MWh
： 0.62m3/s
： 12.10m
： 1億3,300万円
：平成31年4月
：国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（春江北部発電所）
は る え ほ く ぶ

春江北部発電所（全景） 水車発電機（インライン型プロぺラ）

江上発電所

調圧水槽からの落差12.10m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

既設水路に0.62m3/s 吐き出し発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

春江北部発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図

56



○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 360kW
： 1,572MWh
： 2.45m3/s
： 19.20m
： 4億9,400万円
：平成31年4月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（河合春近発電所）
か わ い は る ち か

河合春近発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差19.20m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

河川に2.45m3/s 吐き出し

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

河合春近発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 400kW
： 1,747MWh
： 2.56m3/s
： 19.91m
： 4億7,100万円
：令和元年9月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（江上発電所）
え が み

江上発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差19.91m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

河川に2.56m3/s 吐き出し

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

江上発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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調圧⽔槽

⾼椋⽤⽔発電所

鳴⿅⼤堰

⼀
級
河
川

九
頭
⻯
川⾼
椋
新
江
⽤
⽔
路

⼗
郷
⽤
⽔
路

河
合
春
近
⽤
⽔
路

幹線から35.2㎥/S取⽔

右岸幹線⽤⽔路
（国営パイプライン）

左岸幹線⽤⽔路
（国営パイプライン）

【⽤⽔系統模式図】

既設⽤⽔路に1.492㎥/S吐出し

５号分⽔⼯

頭⾸⼯から15.7ｍの落差

⼩切丁江

永江

○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県坂井市
： 155kW
： 1,049MWh
： 1.49m3/s
： 15.71m
： 2億7,800万円
：令和2年4月
：農業水路等長寿命化・防災減災事業

（高椋地区）
：高椋用水土地改良区

小水力発電の事例（高椋用水発電所）
た か ぼ こ よ う す い

高椋用水発電所（全景） 水車発電機（横軸クロスフロー水車）

⾼椋⽤⽔発電所

用水系統模式図

高椋用水発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

発電用水（農業用水に従属）

0.800 m3/s 0.800 m3/s
1.146 m3/s1.169 m3/s

1.492 m3/s

1.133 m3/s

農業用水
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1⽉ 2⽉ 3⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉4⽉ 5⽉

左岸幹線用水路（国営パイプライン）中ノ郷分水工

右岸幹線用水路（国営パイプライン）

鳴鹿堰堤

高木分水工

十ケ・六ケ用水路

九ヶ江用水路

河川から11m3/s取水

既設用水路に0.71m3/s 吐き出し

二タ口小水力発電所

中ノ郷小水力発電所

○芝原用水土地改良区の幹線用水路の分水工を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 85.7kW
： 736MWｈ
： 0.71m3/s
： 18.0m
： 2億5,000万円
：令和3年4月
：農業水路等長寿命化・ 防災減災事業

（九ヶ江用水地区）
：芝原用水土地改良区

流
量

(m3/s)

高木発電所（期別水量） 発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=0.642m3/s Q=0.719m3/s Q=0.642m3/s

小水力発電の事例（高木発電所）

発電
所

九ヶ江用水地区

高木小水力発電所

た か ぎ

内輪用水路

発電
所

二タ口分水工
発電
所

高木小水力発電所

Q=0.700m3/s

Q=0.700m3/s
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振り子式下掛け水車

○基幹農業水利施設徳島堰用水路を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差

建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名
施 設 管 理 者

小水力発電の事例（徳島堰入戸野発電所）
と く し ま せ き に っ と の

：山梨県韮崎市
： 60kW （1号機16kW、2号機22kW、 3号機22kW ）

： 215MWh
： 4.0m3/s   
： 0.75～1.00m
（1号機0.75m,2号機1.00m, 3号機1.00m）

： 1億7000万円
：平成27年4月
：地域用水環境整備事業 （韮崎地区）
：韮崎市

設置箇所

徳島堰用水路徳島堰用水路

15

農業用水 発電用水（農業用水に従属）期別水量

流
量

(m3/s)
0.70 m3/s

7.72 m3/s

4.00 m3/s※

※発電最大使用水量

3.08 m3/s

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

1号機

2号機 3号機

小水力発電施設
（１号機）

0.70 m3/s
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（中信平小水力発電所）
ちゅうしんだいら

：長野県松本市
： 499kW 
： 3,700MWh
： 11.0m3/s   
： 5.33～7.33m
： 13億2,200万円
：平成25年７月
：国営かんがい排水事業

（中信平二期地区）
： 中信平土地改良区連合

設置箇所

○国営中信平二期地区の梓川左岸幹線水路の落差を利用した小水力発電施設

イメージ図

小水力発電設備

発電機

水車本体

水の流れ

増速機

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

3.015 m3/s

7.199m3/s

18.666m3/s

14.040m3/s 11.817m3/s

3.015 m3/s

中部電力梓水力発電所使用水量 14.40m3/s

小水力発電最大使用水量 11.00m3/s

農業用水

非かんがい期は下流に位置する
他者水利権に従属し発電

発電所

期別水量

非かんがい期は下流に位置す
る他者水利権に従属し発電
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発電施設

小水力発電の事例（波田堰小水力発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：長野県松本市
： 16kW
： 72MWh
： 0.2m3/s    
： 13.7m  
： 6,300万円
：平成26年7月
：地域用水環境整備事業
（波田堰地区）
：東筑摩郡波田堰土地改良区

○河岸段丘上段の農地から高低差約14mの波田用水へしている農業排水を利用した発電所

は た せ ぎ

発電施設

波田堰

波田堰小水力発電所

波田堰用水路

河岸段丘の
農地からの

排水

発電施設

ヘッドタンク

現況開水路

農業排水

実施前

実施後

管水路

13.7ｍ

※ 河岸段丘の農地からの排水を有効利用した発電のため、新たな発電用の水利権は取得していません。 63



○北アルプスを水源とする農業用水を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：長野県北安曇郡白馬村
： 180kW
： 1,466MWh
： 0.8m3/s    
： 29.4m 
： 3億4,600万円
：平成27年4月
：地域用水環境整備事業

（平川地区）
：長野県白馬村土地改良区

小水力発電の事例（平川小水力発電所）
ひらかわ

有効落差
H=29.4m

縦断図

導水管路延長L=632.6ｍ

1 月 2 月 3 月 4 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

期 別 水 量
農業用水 発電用水

流

量

(m3/s)

0.807m3/s 0.807m3/s

5 月

1.297m3/s
1.681m3/s

0.8m3/s

建屋及び発電機
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○東京電力の発電後に取水する農業用水を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：長野県長野市
： 40kW
： 254MWh
： 1.5m3/s    
： 4.67m
： 1億4,300万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（里島地区）
：長野県善光寺平土地改良区

小水力発電の事例（里島小水力発電所）
さ と じ ま

発電施設全景
発電設備概要

水車・発電機（落差工内）

有効落差
H=4.67m

水車・発電機

里島小水力発電所
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小水力発電の事例（美和土地改良区発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

み わ と ち か い り ょ う く

：長野県伊那市
： 12kW 
： 96MWh
： 0.16m3/s   
： 13.1m
： 9,800万円
：平成27年9月
：地域用水環境整備事業

（美和地区）
：上伊那美和土地改良区

○美和一貫水路の落差を利用した小水力発電施設

発電施設設置状況

電力供給対象施設(揚水ポンプ施設)

美和土地改良区発電所全景

水車設置状況
（スクリュー水車）

有
効

落
差

1
3
.1

m
ヘッドタンク

発電所

美和土地改良区発電所
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【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：長野県安曇野市
： 18kW
： 117MWh
： 0.96m3/s   
： 2.98m          
： 7,900万円
：平成28年11月
：地域用水環境整備事業

（有明地区）
：安曇野有明土地改良区

○用水路（大戸井堰）の落差を利用した小水力発電施設

発電所全景用水取入口（新堰頭首工）

水車・発電機 （縦軸プロペラ水車）

地区概要図

小水力発電の事例（宮城小水力発電所）
み や し ろ

発電機

宮城小水力発電所
1 月 2 月 3 月 7 月 10 月 11 月 12 月9 月4 月 6 月 8 月

期 別 水 量
農業用水 発電用水（農業用水に従属）

流

量

(m3/s)
0.96m3/s

2.42m3/s
1.86m3/s

1.30m3/s0.96m3/s 0.96m3/s

5 月

水車

小水力発電施設

用水取入口（新堰頭首工）
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導水路工 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管Φ500 L=1671m 水圧管路（既設管路利用）

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
Φ350 L=610m

有効落差
H=44.4m

発電所

上水槽

小水力発電の事例（石徹白清流発電所）

○農業用水（一号用水）の落差を利用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岐阜県郡上市
： 63kW
： 386MWh
： 0.19m3/s 
： 44.4m
： 2億4,300万円
：平成27年6月
：地域用水環境整備事業

（石徹白地区）
：郡上市

い と し ろ せ い り ゅ う

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量

(m3/s)

農業用水

0.19 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

発電所

水車・発電機

岐阜

石徹白清流発電所
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○国営西濃用水第二期地区の分水工落差を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岐阜県揖斐川町
： 71kW
： 458MWh
： 3.6m3/s 
： 3.0～4.1m
： 2億2,400万円
：平成27年3月
：国営かんがい排水事業

（西濃用水第二期地区）
：西濃用水土地改良区連合

小水力発電の事例（揖西発電所）
い さ い

発電機設置箇所

①

②

③

発電機

写真①

揖西幹線 西部幹線

写真②

写真③期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

3.6 m3/s
※発電最大使用水量

12.99 m3/s

9.22 m3/s

3.6 m3/s 2.0 m3/s

発電用水（農業用水に従属）農業用水

2.0 m3/s

11.35 m3/s

4.16 m3/s

縦軸カプラン式水車
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○中山間地域の農業用水（小郷用水）の未利用資源を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岐阜県中津川市
： 220kW
： 1,680MWh
： 0.46m3/s 
： 61.5m
： 3億3,800万円
：平成26年2月
：地域用水環境整備事業

（加子母小郷地区）
：中津川市

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水

0.46 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

※普通河川（管理者：中津川市）から取水する農業用水に従属する用水として整理。
河川維持流量に不足を生じない限り、年間を通じて0.46m3/sを取水。

電動除塵機

水車・発電機

小水力発電の事例（加子母清流発電所）
か し も せ い り ゅ う

発電施設

水圧管路
L=1,0６８m

(FRPMφ700)

小郷頭首工

水槽
（除塵機設置箇所）

小郷用水

小郷用水
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【発電所諸元】

○国営西濃用水第二期地区の分水工落差を活用した小水力発電施設

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岐阜県揖斐川町
： 揖東22kW、西郡9kW
： 揖東136、西郡53MWh
： 揖東1.5、西郡0.9m3/s 
： 2.1～2.6m
： 1億1,500万円
：平成27年3月
：国営かんがい排水事業

（西濃用水第二期地区）
：西濃用水土地改良区連合

小水力発電の事例（揖東発電所）
い と う

鉛直らせん式水車

西郡分水

揖東分水

発電機

発電機設置箇所

②

①

調整水槽

写真②

揖東分水 西郡分水

写真①

西郡分水
揖東分水

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.4 m3/s
※発電最大使用水量

8.73 m3/s

6.34 m3/s

2.4 m3/s 2.5 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

2.5 m3/s

6.89 m3/s

4.70 m3/s
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完成縦断図

6.
22
m

6.
22
m

○国営大井川用水地区の赤松幹線水路落差工（伊太谷川注水部）の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（伊太発電所）
い た

：静岡県島田市
： 893kW 
： 4,300MWh
： 17.0m3/s   
： 6.22m          
： 23億600万円
：平成25年7月
：国営かんがい排水事業

（大井川用水地区）
：大井川土地改良区ほか３土地改良区

設置箇所

伊太発電所

小水力発電施設

現況縦断図

農業用水 発電用水（農業用水に従属）期別水量

流
量

(m3/s)
6.823 m3/s

19.035 m3/s 18.951 m3/s
18.228 m3/s

17.000 m3/s

6.823 m3/s

※

※発電最大使用水量

6.323 m3/s
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

水流

落差工(1)

落差工(2)

落差工(3)

発電機
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小水力発電の事例（細島発電所）

○大井川用水志太幹線水路の落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県島田市
： 54.9kW 
： 268MWh
： 4.50m3/s   
： 2.06m
： 1億5,200万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（大井川Ⅰ期地区）
：大井川土地改良区

細島発電所全景

発電用水（農業用水に従属）農業用水期別水量

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

6.818 m3/s

※発電最大使用水量

6.420 m3/s 6.196 m3/s

2.612 m3/s 2.612 m3/s2.474 m3/s

※ 4.500 m3/s

イメージ図

1号機水車部

ほ そ じ ま
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小水力発電の事例（西方発電所）

○大井川用水菊川幹線水路の円筒落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県菊川市
： 169kW 
： 966MWh
： 4.80m3/s   
： 4.90m          
： 6億4,000万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（新エネ大井川右岸地区）
：大井川右岸土地改良区

位置図

西方発電所全景

発電所概要

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

4.815 m3/s4.683 m3/s

3.397 m3/s

1.757 m3/s

3.632 m3/s

1.757 m3/s

イメージ図

【拡大図】

シリンダーゲート
ヘッドタン
ク

⽔中タービン⽔⾞

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

に し か た
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小水力発電の事例（伊達方発電所）

○大井川用水菊川幹線水路の落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県掛川市
： 142kW 
： 858MWh
： 4.70m3/s   
： 4.30m          
： 5億900万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（新エネ大井川右岸地区）
：大井川右岸土地改良区

位置図

伊達方発電所全景

発電所概要

Ｂ：伊達方発電所

期別水量

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

4.749 m3/s4.645 m3/s

3.368 m3/s

1.749 m3/s

3.587 m3/s

1.749 m3/s

イメージ図

【拡大図】

シリンダーゲート
ヘッドタン
ク

⽔中タービン⽔⾞

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

だ て か た

75



発電所

羽布ダム【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（羽布ダム小水力発電所）
は ぶ

：愛知県豊田市
： 880kW 
： 3,857MWh
： 3.0m3/s   
： 40.09m
： 9億4,400万円
：平成28年12月
：地域用水環境整備事業

（羽布ダム地区）
：愛知県

○国営矢作川農業水利事業で整備された羽布ダムの落差を利用した小水力発電施設

発電所全景

発電用水（ダムからのかんがい用水放流や維
持放流等に従属）

期別水量

発電設備

発電所

導水管

放流棟

羽布ダム小水力発電所

流
量

(m3/s)

有効落差
40.09m

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3.0 m3/s

河川放流量
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【発電所諸元】

○国営矢作川総合第二期地区の分水工落差を活用した小水力発電施設

位 置
最 大 出 力
年間可能発電電力量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：愛知県安城市篠目町
： 41kW
： 306MWh
： 0.9m3/s 
： 5.86m
： 2億1,800万円
：平成29年10月
：国営総合農地防災事業

（矢作川総合第二期地区）

：明治用水土地改良区

小水力発電の事例（中井筋発電所）
な か い す じ

期別水量

流
量

(m3/s)
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.96m3/s

※発電最大使用水量

10.41 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

工業用水

中井筋 工業分水工

農業用水

【平面図】

小水力発電

【縦断図】

【上流から見た工業分水工】

【発電機(写真上が上流)】

0.96 m3/s0.96 m3/s 0.96 m3/s
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小水力発電の事例（中勢用水小水力発電所）

○国営中勢用水地区の安濃ダムの河川放流管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：三重県津市
： 338kW
： 938MWh
： 0.80m3/s     
： 60.6m   
： 3億8,000万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（中勢用水地区）
：中勢用水土地改良区

発電施設

（河川）注水口

（発電）放水口

ち ゅ う せ い よ う す い

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

三重県

（河川）注水口

（発電）放水口

発電放流管

河川放流管

発電施設

期別水量

発電用水（ダムからの河川放流及び
かんがい用水放流に従属）
※下図は１０年平均で河川放流量は

毎年変化

発電設備

0.80 (m3/s)

0.24 (m3/s)

発電施設

安濃ダム

78



小水力発電の事例（青蓮寺用水発電所）

○国営青蓮寺用水地区の導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：三重県名張市
： 183kW
： 507MWh
： 0.75m3/s     
： 37.0m   
： 2億8,800万円
：平成28年9月
：国営かんがい排水事業

（青蓮寺用水地区）
：青蓮寺用水土地改良区

し ょ う れ ん じ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.75 m3/s
※発電最大使用水量

0.10 m3/s

1.60m3/s
1.39 m3/s

0.90m3/s

0.12 m3/s

発電用水（ダムからのかんがい用水の取水に従属）

0.75 m3/s

0.10 m3/s

青蓮寺ダム
管理：水機構

小水車大水車

発電所
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高時頭首工

高
時
川

保延寺持寺

洞戸

石道

3号落差工

4号落差工

尾山

小山

高野

○農業用水（中央幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県長浜市
： 22kW
： 98MWh
： 4.51m3/s
： 2.95m
： 9,800万円
：平成28年10月
：地域用水環境整備事業

（湖北地区）
：湖北土地改良区

小水力発電の事例（湖北中央幹線３、４号発電施設）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量
(m3/s)

Q=11.276m3/s

Q=2.490m3/s

農業用水

水車発電機（３号落差工）

水車発電機（４号落差工）

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量

Q=10.189m3/s

Q=3.200m3/s

Q=4.223m3/s

水車発電機
（オープン型横軸クロスフロー水車）

滋賀県

中央幹線縦断模式図

水車発電機

こ ほ く

※Q=4.51m3/s
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2000 (ﾗﾝﾅ幅)

落差工

小水力発電の事例（姉川エコ発電所）

○農業用水（幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県米原市
： 16.5kW
： 87MWh程度
： 1.47m3/s
： 2.2～2.5m
： 5,600万円
：平成29年8月
：地域用水環境整備事業

（姉川沿岸地区）
：姉川沿岸土地改良区

あねがわ

流
量

(m3/s)

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

2.74 m3/s

1.49 m3/s 1.49 m3/s

1.47 m3/s

小水力発電施設

期別水量

81
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高時川頭首工

高
時
川

保延寺持寺

洞戸

石道

1号落差工

尾山

小山

高野

○農業用水（中央幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県長浜市
： 10kW
： 46MWh
： 6.41m3/s
： 1.15m
： 1億円
：令和2年4月
：地域用水環境整備事業

（湖北地区）
：湖北土地改良区

小水力発電の事例（湖北中央幹線１号発電施設）

期別水量

滋賀県

水車発電機

こ ほ く

1
号
落
差
工

4
号
落
差
工

3
号
落
差
工

2
号
落
差
工

起
点

高
時
川
頭
首
工

約850m

約210m 約140m 約400m 約100m

水車発電機

中央幹線水路縦断模式図
水車発電機

（オープン型横軸クロスフロー水車）

縦断面図

横断面図

水車発電機（1号落差工）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

流
量
(m3/s)

Q=11.276m3/s

Q=2.490m3/s

Q=10.189m3/s

Q=3.200m3/s

Q=4.223m3/s 農業用水

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量

※Q=6.410m3/s
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小水力発電の事例（鮎屋川ダム小水力発電所）

○県営かんがい排水事業鮎屋川地区の鮎屋川ダム導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：兵庫県洲本市
： 16kW
： 87MWh
： 0.1m3/s     
： 20.9m   
： 7,300万円
：平成28年2月
：地域用水環境整備事業

（鮎屋川地区）
：兵庫県鮎屋川土地改良区

あ い や が わ

模式図

鮎屋川ダム小水力発電施設

ポンプ逆転水車

発電機

取水口

導水管

河川維持放流

西幹線水路

合流幹線水路

減勢桝及び
１号分水工

→ 西幹線水路

鮎屋川 ↑ 河川放流
ダム ↑

取水口 →
φ800
導水管

→ →

→
↓

発電用管路φ250

→
合流幹線水路

鮎屋川→ → → 洲本川へ

減勢桝
１号

分水工

副
ゲート

主
ゲート

発電機
発電用
水車

→

 1.365㎥/s

0.953㎥/s　　　 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

0.118㎥/s 0.118㎥/s

流
量

（㎥/s）

0.104㎥/s

期別水量

発電用水（河川維持放流・及びかんがい用水

に従属） ※発電最大使用水量0.104㎥/s
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小水力発電の事例（大川瀬ダム小水力発電所）

○国営東播用水二期地区における大川瀬ダム放流設備を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 工 事 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

お お か わ せ

：兵庫県三田市
： 199 kW
： 968 MWh
： 1.44 m3/s 
： 22.98m
： 3億3,900万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業

(東播用水二期地区)
：東播用水土地改良区

放流設備室

兵庫県

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水

4.6 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

発電施設

小水力発電設備

※ 分岐管は、将来小水力発電設備を設置することを目的として、大川瀬ダム建設
当時に設置された配管。今回、この既設管を利用して発電設備を設置。
本管・分岐管は水槽で合流し、河川放流と導水路（2路線）に分岐している。

ダム堤体側

ダム下流側

1.44 m3/s
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発電施設

小水力発電の事例（呑吐ダム小水力発電所）

○国営東播用水二期地区における呑吐ダム中央幹線水路を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 工 事 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：兵庫県三木市
： 275 kW
： 867 MWh
： 1.45 m3/s 
： 29.95 m
： 3億9,100万円
：平成28年4月
：国営かんがい排水事業
（東播用水二期地区）

：東播用水土地改良区

ど ん と

中央幹線水路
取水設備室

小水力発電設備

兵庫県

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

2.427 m3/s

1.383 m3/s 1.383m3/s
1.45m3/s
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○農業用ダムの河川放流水を活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：奈良県山添村
： 60kW
： 380MWh
： 0.29m3/s 
： 30m
： 1億8,700万円
：平成26年10月
：地域用水環境整備事業

（上津ダム地区）
：大和高原北部土地改良区

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

河川放流水

0.195～0.29 m3/s

発電用水（河川放流水）

※１級河川（管理者：奈良県）へ農業用ダムの河川放流水を活用。
河川維持流量の0.195～0.29m3/sを年間を通じて活用して発電。

水車・発電機

小水力発電の事例（上津ダム小水力発電所）
か み つ

堰堤

発電設備

放流工

湖面

設置状況
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○河岸段丘上の農業用水路から高田川へ流下する高低差165mを利用した発電所

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：和歌山県新宮市
： 282kW
： 1,784MWh
： 0.23m3/s
： 165m
： 3億7,883万円
：平成11年4月
：中山間地域農村活性化総合整備事業

（高田地区）
：新宮市

小水力発電の事例（高田小水力発電所）
た か た

期別水量

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

※新宮川水系高田川から取水する農業用水に従属する用水として整理。
河川維持流量に不足を生じない限り、年間を通じて0.23m3/sを取水。

0.23 m3/s

ヘッドタンク

放水口

高田小水力発電所

有効落差 １６５ｍ

水車発電機
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小水力発電の事例（島ノ瀬ダム小水力発電所）

○国営南紀用水地区の島ノ瀬ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：和歌山県日高郡みなべ町
： 140kW
： 750MWh
： 0.68m3/s     
： 28.2m   
： 1億3,454万円
：平成24年9月
：地域用水環境整備事業

（南紀島ノ瀬地区）
：南紀用水土地改良区

取水口

導水管

放水口

小水力発電施設

し ま の せ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.68 m3/s
※発電最大使用水量

1.034 m3/s
1.020 m3/s

1.223 m3/s
1.117 m3/s

1.034 m3/s

発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

0.68 m3/s

発電機一体型リング水車

川崎重工業ホームページより転載
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計画平面図

安
楽
川
井
幹
線
水
路

発電設備

除塵機
開水路(蓋)

開
水
路
(
蓋
)

○国営大和紀伊平野地区における用水路落差工を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

： 和歌山県紀の川市桃山町
： 22kW
： 126MWh
： 1.69m3/s    
： 2.3m 
： 8,800 万円
：平成27年6月
：国営農業用水再編対策事業

（大和紀伊平野地区）
：安楽川井土地改良区

小水力発電の事例（安楽川井発電所）

大
阪

和歌山

兵庫
京都

滋賀

奈良

水路落差工 除塵機 開水路(蓋) トンネル

水車室建屋

開
水
路(

蓋)

農業用水期別水量

流
量

(m3/s)

1.69m3/s

発電用水（農業用水に従属）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
流
水
方
向

余水吐

制御盤

安楽川井幹線水路小水力発電施設位置

荒見井連絡水路

藤崎頭首工・左岸

（第４取水口）

安楽川井幹線水路

トンネル

発電設備（縦軸軸流）

発電設備（縦軸軸流）

水車室建屋

水路落差工

あ ら か わ い
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小水力発電の事例（船上山発電所）

○国営東伯地区の船上山ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：鳥取県東伯郡琴浦町
： 110kW
： 799MWh
： 0.55m3/s     
： 30.6m   
： 2億916万円
：平成26年12月
：地域用水環境整備事業

（船上山地区）
：琴浦町

せ ん じ ょ う ざ ん

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

地元作成のパンフレット

0.88
1.12 1.20

0.97

0.43
0.24

0.62
0.38 0.41

0.55
0.73 0.80

0.55 0.55 0.48 0.40 0.17 0.12 0.15 0.17 0.12 0.18 0.29 0.52 

0.55 m3/s
※発電最大使用水量

90



小水力発電の事例（下蚊屋発電所）

○国営大山山麓地区の下蚊屋ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：鳥取県日野郡江府町
： 197kW
： 1,536MWh
： 0.51m3/s     
： 51.0m   
： 3億4,400万円
：平成27年7月
：地域用水環境整備事業

（下蚊屋地区）
：大山山麓地区土地改良区連合

さ が り か や

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

発電用水（ダムからの維持放流・常時満水位維持
のための放流及びかんがい用水放流に従属）

職員作成のパンフレット

0.51 0.58

1.00
1.24

0.73
0.57

0.82
0.60

0.83 0.73
0.55 0.52

0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51 0.51

0.51m3/s
※発電最大使用水量

横軸
フランシス水車

発電機

91



小水力発電の事例（南谷小水力発電所）

○農業用用水路の落差を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：鳥取県倉吉市関金町泰久寺
： 90kW
： 642MWh
： 0.45m3/s     
： 24.0m   
： 1億9400万円
：平成26年12月
：地域用水環境整備事業

（南谷地区）
：天神野土地改良区

なんごく

設置箇所

平面図

流
量

(m3/s)

0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.50 0.50 0.50 0.50 0.30 0.30 0.30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

農業用水 発電用水（農業用水に従属しない）発電用水

0.45m3/s

期別水量
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【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：島根県仁多郡奥出雲町
： 158kW
： 1,136MWh
： 0.3m3/s    
： 70.82m
： 4億5,100万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業

（阿井地区）
：奥出雲町

0.2m3/S

0.3m3/S

0.16m3/S 0.1m3/S

発電使用水量

かんがい用水量 かんがい用水量

0.3m3/S

発電使用水量 発電使用水量

発電使用水量

0.14m3/S

しろかき期 普通期 非かんがい期非かんがい期

○農業用水路を活用した小水力発電施設

小水力発電の事例（阿井発電所）

小水力発電施設

水車発電機

期別水量

あ い
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流
量

(m3/s) 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

※⼤佐ダムの貯留制限流量（4.368m3/s）の⼀部を利⽤して発電。
 2.60m3/sを超える流量は発電所⼿前の分岐から河川へ放流。

期別⽔量 農業⽤⽔

2.60m3/s

発電⽤⽔（農業⽤⽔に従属）※発電最⼤使⽤⽔量

小水力発電の事例（大佐ダム発電所）

○一級河川（小坂部川）の農業用ダムを活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岡山県新見市
： 510kW
： 2,600MWh（理論上最大値）

： 2.60m3/s 
： 25.45m
： 5億3,900万円
：昭和63年3月
：県営かんがい排水事業

（備北地区）
：備北土地改良区

設置箇所

お お さ

お さ か べ が わ

発電所（上流から）

発電施設水圧管路

大佐ダム発電施設
（横軸ﾌﾗﾝｼｽ水車）

一級河川 小坂部川

取水口

発電所（下流から）

大佐ダム発電所

大佐ダム発電所

放流口
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小水力発電の事例（影石水力発電所）

○普通河川（影石谷川）の取水施設を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岡山県英田郡西粟倉村
： 5.0kW
： 42MWh
： 0.08m3/s 
： 13.2m
： 3,500万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（影石地区）
：西粟倉村

設置箇所

か げ い し

影石水力発電所 水圧管路敷設箇所

発電施設

配水槽

水圧管路

用水路

取水堰

水車発電機
ｸﾛｽﾌﾛｰ水車

配水槽
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小水力発電の事例（北房ダム水水力発電所）

北房ダム

北房ダム水力
発電所

N

鏡野町

津山市

奈義町

西粟倉村

勝央町 美作市

真庭市

新庄村

新見市

高梁市

吉備中央町

美咲町

久米南町

赤磐市

和気町

備前市

瀬戸内市
岡山市

早島町

倉敷市

玉野市

総社市

矢掛町井原市

笠岡市

浅口市
里庄町

早島ＩＣ

水島ＩＣ

和気ＩＣ

賀陽ＩＣ

有漢ＩＣ

北房ＩＣ
落合ＩＣ

新見ＩＣ

久世ＩＣ

湯原ＩＣ

蒜山ＩＣ

院庄ＩＣ
津山ＩＣ

美作ＩＣ 作東ＩＣ

鴨方ＩＣ
笠岡ＩＣ

玉島ＩＣ

倉敷ＩＣ

岡山ＩＣ
総社ＩＣ

山陽ＩＣ

児島ＩＣ

備前ＩＣ

発電施設

放⽔路

発電設備

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

期別⽔量

流
量 0.041㎥/s

一級河川備中川

北房ダムから常時放流している河川維持流量とかんがい用水を水力発
電に利用

〇北房ダムの河川放流管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置

最 大 出 力

年間発電可能量

最 大 使 用 水 量

有 効 落 差

建 設 費

運 用 開 始

造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：岡山県真庭市

： 4.7kW

： 39MWh

： 0.041m3/ｓ

： 24.76ｍ

： 6,145万円

：平成30年6月

：地域用水環境整備事業

（北房ダム地区）

：真庭市

ほ く ぼ う
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小水力発電の事例（川小田小水力発電所）

○農村総合整備事業により整備した小水力発電施設（実施主体：北広島町）

【発電所諸元】

位 置

最 大 出 力

年間発電可能量

最 大 使 用 水 量

有 効 落 差

建 設 費

運 用 開 始

造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：広島県山県郡北広島町

： 720kW

： 3,727MWh

： 5.00m3/s

： 19.0m

： 13億8,200万円

：平成15年４月

：農村総合整備事業

（川小田地区）

：北広島町

か わ こ だ

川小田小水力発電所

川小田小水力発電所

取水堰

縦断面図（模式図）

発電機・水車

チューブラ水車

期別水量

流
量

(m3/s)

発電用水

5.00m3/s

発電用水（新規水利権取得）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
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小水力発電の事例（三川ダム小水力発電所）

○国営芦田川地区の三川ダム（農業用水、上水道用水、工業用水）のダム放流水を活用した小水力発
電施設（広島県、福山市、府中市の共同事業）

【発電所諸元】

位 置

最 大 出 力

年間発電可能量

最 大 使 用 水 量

有 効 落 差

建 設 費

運 用 開 始

造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：広島県世羅郡世羅町

： 460kW

： 2,143MWh

： 1.40m3/s

： 42.6m

： 5億2,900万円

：平成28年5月

：地域用水環境整備事業

（三川ダム地区）他

：広島県

み か わ

三川ダム小水力発電所

三川ダム小水力発電所

流
量

(m3/s)

期別水量 発電用水（農業用水等に従属）

1.40 m3/s

2.716 m3/s
3.134m3/s

4.355 m3/s
5.411 m3/s

横軸単輪単流渦巻
フランシス水車
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○河川維持用水を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：徳島県美馬市脇町
： 29kW
： 240MWh
： 0.196m3/s     
： 22.64m
： 1億円
：平成26年10月
：県営かんがい排水事業

（曽江谷地区）
：美馬市

夏子ダム小水力発電所

期別水量

流量
(m3/s)

0.196m3/s
河川維持用水

小水力発電施設

インライン水車

管路

取水口

小水力発電施設

小水力発電の事例（夏子ダム小水力発電所）
な つ ご
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小水力発電の事例（新府能発電所）
し ん ふ の う

○中山間地域の農業用水（峯井・上井用水）を有効活用した小水力発電施設を整備

佐那河内村

期別水量

【発電所諸元】

流
量

(m3/s) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最大0.044 m3/s（平均0.035m3/s）

発電用水（農業用水に従属）

※普通河川から取水する農業用水に従属する用水として整理。
流量に不足を生じない限り、年間を通じて平均0.035m3/sを取水。

小水力発電機（少水量高落差型）
『ペルトン水車』

発電所上屋

電気設備

調整池

新府能発電所

高低差130m

農業用水

国土地理院地図使用

：徳島県名東郡佐那河内村
： 45kW
： 250MWh
： 0.044m3/s    
： 130m       
： 7,600万円
：平成27年10月
：地域用水環境整備事業

（新府能地区）
：佐那河内村

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

送水管
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○国営道前道後平野地区の志河川ダムからの放流水を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：愛媛県西条市
： 49.9kW
： 288MWh
： 0.28m3/s    
： 25.0m
： 1億2,800万円
：平成28年2月
：地域用水環境整備事業

（志河川地区）
：道前平野土地改良区

小水力発電の事例（志河川ダム発電所）

志河川ダム

し こ が わ

ダムサイト 志河川ダム発電所

松山自動車道

ダムサイト

農業用水

河川維持用水

志河川ダム断面 小水力発電施設

発電施設

導水管

放水管
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○県営かんがい排水事業「大久保山地区」の大久保山ダムの導水管を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：愛媛県愛南町
： 23.5kW
： 159MWh
： 0.145m3/s    
： 30.0m
： 5,000万円
：平成30年10月
：地域用水環境整備事業

（大久保山地区）
：大久保山土地改良区

小水力発電の事例（大久保山ダム小水力発電所）

大久保山ダム小水力発電所

お お く ぼ や ま

調整水槽
上流幹線水路

導水路
分岐

発電用バイパス水路

ジェットフローバルブ

ダム

取水

発電機

維持放流

流入バルブ

小水力発電施設

発電所模式図

取水塔

大久保山ダム小水力発電所

導水管

ダムサイト
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○県営かんがい排水事業「頓田川沿岸地区」の朝倉ダムの導水管を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：愛媛県今治市
： 49.9kW
： 281MWh
： 0.24m3/s    
： 37.0m
： 1億3,000万円
：令和2年4月
：地域用水環境整備事業

（朝倉地区）
：今治市

小水力発電の事例（朝倉ダム発電所）
あさくら

朝倉ダム発電所

農業用水

発電所
導水管

放水管

小水力発電施設

発電所

模式図

朝倉ダム
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○物部川地区の幹線水路分水部の落差を利用した小水力発電施設を建設

小水力発電の事例（山田分水工発電所）
や ま だ ぶ ん す い こ う

期別水量

流
量

(m3/s)

8.41m3/s

農業用水 発電用水（農業用水に従属） ※最大発電使用量

3.80m3/s
5.92 m3/s

3.15 m3/s※

平面図

イメージ図

Ｓ型チューブラー水車

山田分水工
発電施設

最大使用水量3.15㎥/S

2.96 m3/s

1.42m3/s
1.17 m3/s

2.22 m3/s

発電所全景

小水力発電施設
落差部

山田分水工

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：高知県香美市
： 82kW
： 477MWh 
： 3.15m3/s     
： 3.64m 
： 4億6,300万円
：平成29年3月
：地域用水環境整備事業

（物部川地区）
：山田堰井筋土地改良区
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小水力発電の事例（両筑江川発電所）

○両筑平野用水事業（旧水資源開発機構営）の水源（江川ダム）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福岡県朝倉市
： 1,110kW
： 2,846MWh
： 2.00m3/s     
： 69.0m 
： 8億6,500万円
：平成2年6月
：県営かんがい排水事業

（両筑平野地区）
：両筑土地改良区

期別⽔量

流
量

(m3/s)

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

2.00m3/s

発電⽤⽔は、江川ダムからの両筑平野⽤⽔のための放流、常時満⽔位の維持の
ための放流などに従属する。

バルブ施設

発電施設

取⽔塔

発電所内部

放流管

発電施設

江川ダム

り ょ う ち く え が わ
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小水力発電の事例（雷小水力発電所）

○糸島地区の導水管の落差を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福岡県糸島市
： 1.5kW
： 8MWh
： 0.02m3/s     
： 24.0m 
： 2,200万円
：平成26年8月
： 農山漁村活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援交付金

（糸島地区）
：糸島市

いかずち

雷⼩⽔⼒発電所

クロスフロー⽔⾞

⼩⽔⼒発電施設

取⽔⼝

分⽔⼯

期別⽔量

流
量

(m3/s)
１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10

⽉
11
⽉

12
⽉

※ 普通河川（管理者：⽷島市）から取⽔する農業⽤⽔に従属する⽤⽔として整理。
農業⽤⽔及び発電⽤⽔として使⽤した後は帰属先（普通河川）へ還元。

0.02m3/s

農業⽤⽔ 発電⽤⽔(農業⽤⽔に従属)

⼩⽔⼒発電施設

管路布設

管路
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小水力発電の事例（藤ノ平ダム小水力発電所）

○唐津地区の藤ノ平ダムの導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量

最大使用水量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：佐賀県東松浦郡玄海町
： 49kW
： 288MWh
： 0.261m3/s     
： 30.0m   
： 1億3,700万円
：平成29年4月
：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

（唐津地区）
：唐津市、玄海町

取⽔⼝

導⽔管

発電施設
⼩⽔⼒発電施設

ふ じ の ひ ら

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

Q=4.00m3/
sQ=2.24m3/

s
Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/

s

期別⽔量

流
量

(m3/s)
１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10

⽉
11
⽉

12
⽉

0.261m3/s
※発電最⼤使⽤⽔量

0.158 m3/s

0.261 m3/s

0.158 m3/s

発電⽤⽔（ダムからの維持放流に従属）

0.68 m3/s

クロスフロー⽔⾞

⽞海町

放⽔⼝
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小水力発電の事例（青鹿ダム小水力発電所）

○国営尾鈴地区の青鹿ダム放流施設を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：宮崎県児湯郡川南町
： 47kW
： 236MWh
： 0.25m3/s     
： 30.3m 
： 7,300万円
：平成26年8月
：国営かんがい排水事業

（尾鈴地区）
：尾鈴土地改良区、小丸川土地改良区

せ い ろ く

⼩⽔⼒発電施設

クロスフロー⽔⾞及び発電機

⻘⿅ダム平⾯図

⼩⽔⼒発電施設平⾯図

⻘⿅ダム堤体

洪⽔吐
斜
樋

⼩⽔⼒発電施設

放流施設

放流施設

⽔流

⽔流

期別⽔量

流
量

(m3/s)
１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10

⽉
11
⽉

12
⽉

0.25 m3/s
※発電最⼤使⽤⽔量

0.583 m3/s

0.459 m3/s

0.079 m3/s0.079 m3/s

発電⽤⽔（ダムからの河川維持流量、常時満⽔維持
のための河川放流量（無効放流）に従属）

無効放流量利⽤ 無効放流量利⽤

河川維持流量

無効放流量利⽤
0.25 m3/s
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小水力発電の事例（浜ノ瀬ダム発電所）

○国営西諸地区の浜ノ瀬ダムを活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名
施 設 管 理 者

：宮崎県小林市
： 1,790kW
： 5,219MWh
： 5.5m3/s     
： 41.2m   
： 5億8,800万円
：平成29年1月
：国営かんがい排水事業（西諸地区）

：西諸土地改良区

取⽔塔

導⽔管

は ま の せ

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

流
量

(m3/s)

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

※発電最⼤使⽤⽔量

発電⽤⽔は、ダムからの河川維持流量や常時満⽔位維持のための河川放流量（無
効放流）を利⽤している。

5.5 m3/s

無効放流量
0.548 m3/s（通年）

横軸フランシス⽔⾞ ２台

放⽔⼝

WL.377.0m

河川維持流量

⼩⽔⼒発電施設

発電⽤⽔量

発電施設
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小水力発電の事例（荒瀬ダム発電所）

○国営肝属中部地区の荒瀬ダムを活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名
施 設 管 理 者

：鹿児島県肝属郡肝付町
： 308kW
： 1,414MWh
： 0.6m3/s     
： 62.0m   
： 2億8,200万円
：平成29年12月
：国営かんがい排水事業（肝属中部地区）

：肝属中部土地改良区

取⽔⼝

導⽔管

あ ら せ

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

流
量

(m3/s)

１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

※発電最⼤使⽤⽔量

発電⽤⽔は、ダムからの河川維持流量や常時満⽔位維持のための河川放流量（無
効放流）を利⽤している。

0.6 m3/s

横軸フランシス⽔⾞

放⽔⼝

⼩⽔⼒発電施設

発電⽤⽔量

発電施設

0.549 m3/s

0.194 m3/s

無効放流量

⼩⽔⼒発電施設断⾯図

河川維持流量

0.396 m3/s
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